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岐阜県郡上八幡北方の異地性岩体を含む中生属
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WAKITA，Koji　and　O鮎MuRA｝Yukinobu（1982）Mesozoic　sedimentary　rocks　containing
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A恥s宜聡醜：Folded　sedimentary　rocks　consisting　largely　of　sandstone　and　shale＆re　widely

distributed　in　the　area　north　of　Gujo－hachiman，and　have　long　been　regarded　as　Permian

strata．They　are　lithologically　divided　into且ve　units，namely　slump　fac圭es－A（Plates　I－1and

I－2），siliceous　shale£acies，turbidite£acies，massive　sandstone£acies　and　slump魚cies－B　and

they　pile　in　this　order・Both　slump　facies　cont＆in　large　blocks　of　chert（less　t五an2km　long）

and　siliceous　shale（less　than500m　long）and　smaller　blocks　of　greenstone　and　limestone．A

block　ofchert　with　siliceous　sha，le　is　fbund　in　the　turbidite　facies　and　blocks　ofchert　occur　in　the

siliceous　shale　facies。Jurassic　radiolarians（Plates　IV　to　VIII）are　fbund倉om　siliceous　shale

and　manganese　c＆rbonate　rocks　in　the　siliceous　shale魚cies　andffom　siliceous　shale　blocks　in　the

slump　facies　and　turbidite　facies。Some　of　chert　blocks，however，contain　Permian　to　Triassic

radiolarians　and　conodonts（Plates　III　and　IV）．The　ages　of　individual　chert　and　siliceous

shale　blocks　determined　by　microfbssils　are　not　concordant　with　the　stratigraphic　positions　of

each　blocks・The　individual　blocks　terminate　abrupt王y　and　are　often　in　contact　with　the　slump

deposits・These魚cts　indicate　that　blocks　of　chert，siliceous　shale，greenstone　and　limestone　are

allochthonous・Sandstone　and　shale　are　deposited　sometime　during　middle　to　late　Jurassic

time，and　allochthonous　blocks　were　transported　as　consolidated　rocks　at　that　time．

要　　旨

　岐阜県郡上八幡北方には，かつて二畳系と考えられて

いた砂岩・頁岩を主体とする堆積岩類が分布している．

これらの地層は下位から，スランプ相A，珪質頁岩相，

タービダイト相，塊状砂岩相及び，スランプ相Bの5っ

の岩相に区別できる．砂岩中の重鉱物組成のちがいに

も，これらの岩相のちがいが表われている．タービダイ

ト相中のソールマークからは，北西から南東へ向かう古

流向が推定された．長径2km以下のチャート，珪質頁岩

のレンズ状岩体がスランプ相中だけでなく，珪質頁岩

相，タービダイト相中にも含まれている．わずかながら

長径十数m以下の緑色岩，石灰岩の岩体がスランプ相中

に含まれていることもある。チャートは，すべてレンズ

状岩体として産出し，二畳紀あるいは，三畳紀のコノド

ント及び，放散虫を含んでいる．一方珪質頁岩中にはジ

ュラ紀の放散虫が含まれている．化石から推定される堆

積岩の時代の新旧と，地質構造から推定される上下関係

は，必ずしも一致しない．以上のことから，チャートな

ど三畳紀以前の化石を含むレンズ状岩体は，砕屑物中へ

＊地質部
＊＊海洋地質部

すでに固結した異地性岩体としてジュラ紀以降に再堆積

したものであると考えられる．

1．はじめに

　岐阜県美濃地域及びその周辺には，美濃帯の中・古生

層と呼ばれ，主に砂岩・頁岩・チャート・石灰岩・緑色

岩などからなる厚い地向斜性堆積岩類が広く分布してい

る．ADAGHI（1976）は，それらを岩相によって緑色岩・

石灰岩・チャートが優勢な緑色岩一石灰岩相と，砂岩・チ

ャート・頁岩がほとんどを占める砂岩一チャート相に区

分している（第1図）．緑色岩一石灰岩相中の石灰岩には

二畳紀の紡錘虫化石が多く含まれているが，他の堆積岩

中には，時代決定の手がかりとなる化石はほとんど見ら

れず・1960年代の終り頃までそれらのほとんどすべてが

二畳系であると考えられていた．1970年代に入って，

チャートなどから三畳紀のコノドントの発見が相次ぎ

（KOIKE6渉砿，1971など），次いで砂質岩から三畳紀な

らびにジュラ紀と考えられる材化石（西田ほか，1974，

1977），ジュラ紀のアンモナイト（SATo，1974）が報告，

記載された・美濃帯の中生代の放散虫化石の研究はYAO

（1972）に始まり，現在までにチャート中より三畳紀の

放散虫化石（NAKAsEKoandNlsHIMuRA，1979），珪質頁
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岩からジュラ紀の放散虫化石（YAO，19791YAO8’砿，

1980）などが報告されている．さらにMIZUTANI6♂畝

（1981）は美濃帯各地の珪質頁岩からのジュラ紀放散虫

化石の普遍的な産出と，それらが時代を異にする少なく

とも3つのグループに分けられることを明らかにした．

これらの化石の産出により，砂岩一チャート相の大部分は

中生界であることが明らかになったが，一方では化石に

よる地層の新旧と地質構造から推定される地層の上下関

係が一致しない場合が多いこともわかり，それについて

いくつかの議論がなされている（例えば，近藤・足立，

19751猪郷，197gl　KANo，197gl　YAo6渉α」。，1980）・

　筆者らは，1978年以来美濃帯北縁部の郡上八幡北方地

域の層序と構造を明らかにするために調査・研究を進め

てきた．そしてチャートから三畳紀のコノドント，珪質

頁岩からジュラ紀の放散虫化石を見出した（脇田・岡村，

1979）．本論文では，以上研究成果をまとめて記載し，今

後の研究の資料にしたい．

2。地　　質

郡上八幡北方地域は，美濃帯の北縁部に位置している’

（第1図）・この地域の地質については，これまでK州UMA

（1958）及びYosHIDA（1972）による層序・地質構造につ

いての研究があるが，この地域の地層は二畳系とされて

きた，

　本地域の地層は，砂質岩が優勢で，砂岩頁岩互層や塊

状砂岩が大半を占める．ほかに頁岩・チャート・珪質頁

岩及び少量の礫岩・緑色岩・石灰岩がみられる．これら

の堆積岩類は，後述するようにスランプ堆積物の様相を

呈するものも少なくない．走向は，北西部では一般に北

西一南東方向，東部では東西方向が多く，全体として南南

西に凸の弧状の構造をなしている．級化層理やソールマ

ークによれば，地層の多くは北上位を示し，南西域の地

層は北へ60。一goo傾くものが多いが，北東域では逆転して

南側に60。一90。傾いたものが多い．本地域において，走向
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岐阜県郡上八幡北方の異地性岩体を含む中生層（脇田浩二・岡村行信）

方向によく連続する次の5つの岩相が南西から北東へ向

かって順次識別できる（第2図，第3図）．

　L　スランプ相A

　2．珪質頁岩相

　3．　タービダイト相

　4・塊状砂岩相

　5．　スランプ相B

　これらの岩相の違いは，砂岩中の重鉱物組成の違いに

も現われている．各岩相は，調査地域内で繰り返し出現

することはない．波長数m程度の摺曲がしばしば観察で

きるが，それらの多くはスランプ摺曲である．また，個．

々の地層の級化層理及びソールマークは先に述べたよう

にその地層が北上位であることを示すことが多い．以上

のことから，本地域の地層は波長数kmの大きな摺曲構

造をなしている（YosHIDA，1972）のではなく，基本的に

は5つの岩相が北東側上位に重なっているものと考えら

れる．それぞれの岩相の間に大きな断層があるかどうか

は不明である。

　次に各岩相の特徴を述べる，

　2。1　スランプ相A
　　　　　　　　　　　とくなが　　いしはら
　スランプ相Aは，岩相上，徳永と石原を結ぶ線を境に

上半部と下半部に分けられる．上半部は厚さ数m以上の

塊状砂岩が大半を占め，少量の砂岩頁岩互層を挟んでい

る．下半部は，厚さ1m程度あるいはそれ以上の厚い砂

岩やスランプ堆積物からなり，これらの培層の中に長径

数cm－1kmのレンズ状のチャートや層状珪質頁岩など

を挟在している（第2図，第3図）．

　厚さ1m程度の砂岩や数m以上の塊状砂岩は，一般に

10cm以下の厚さの頁岩の薄層を間に挟み他の砂岩と接

しているが，しばしば単層の厚さが数cmから数10cm

の砂岩頁岩互層を挟むことがある。一般に砂岩頁岩互層

の厚さは数10cm一数mのことが多いが，島西方・場皿・

吉田川沿いでは，厚さ数10m以上の頁岩優勢な砂岩頁岩

互層が見られる．これらの互層は，砂岩がレンズ状にち

ぎれていたり，スランプ摺曲が発達していたりして，ス

ランプ堆積物に特徴的な様相を示す（Plate　I－1，2）．ま

た，まれに数10cm一数m大のチャートブロックを含むこ

ともある．上述のように，本相の砂岩・頁岩のほとんど

は未固結時の海底地すべりによる変形を受けている．
　　　　　　　ありさか　郡上八幡北西の有坂に分布する砂岩及び頁岩優勢な砂

岩頁岩互層中には，厚さ3m以下の礫岩層が3層準に発

達する．礫岩層のあるものはスランプによって乱され，

不規則な産状を示している．スランプの影響の少ない礫

岩層の基底部は，最大径2－3cmのpebble大の亜円礫

からなるが，上方に細粒化して粗粒砂岩に漸移してい

る．この礫岩には，砂岩・頁岩・チャートなどの堆積岩

の礫のほかに花樹岩質岩石や片麻岩などの礫も含まれて

いる．

　スランプ相Aの砂岩は，一般に単層の厚さが大きいも

のほど粗粒で，粒径が2mm以上のgranule　sizeのもの

も少なくない．これらの粗粒砂岩は長径3mm－2cmの

頁岩の岩片を多く含み，前述したように礫岩に移化する

こともある．砂岩の構成鉱物は，石英・斜長石・カリ長

石が大半を占めるが，そのほか黒雲母・白雲母・ジルコ

ン・電気石・ザクロ石などが普通に見られる．砂岩の基

質の量は15－20％前後でグレイワッケの部類に入るが，粘

土質基質に乏しいアレナイトも存在する．本相の上半部

の砂岩は，下半部の砂岩に比べて重鉱物（とくに黒雲母

・ザグロ石）を多く含む．この砂岩には含珪線石片麻岩

やオーソコーツァイトなどの岩片も含まれる．

　スランプ相Aには砂質岩のほかにチャート・層状珪質

頁岩・緑色岩類の孤立岩体（ブロック）がしばしば見ら

れる．層状珪質頁岩は，暗緑色・暗赤色・黒色ないし灰

色を呈し，厚さ数cm－30cmの固い珪質部と，より薄い

泥質あるいは凝灰質の部分が互層している（Plate　I－3）・

これらの孤立岩体は，断層などによる変位を受けていな

いにもかかわらず，側方への連続性に乏しく，砂岩や頁

岩に囲まれている．これらの岩体の大きさは数m－1km

大である．周囲との境界がよく追跡できる最大の岩体

は，第2図のAで示されるチャートで，厚さ100m，長径

L2kmに達する．また，場皿西方のチャート（第2図の

B）も長径1km以上の岩体と推定されるが，露出が悪

く正確な形状は把握できていない．

　孤立岩体のいくつかには，時代決定に有効な化石が含

まれている，第2図のAで示される緑色岩をわずかに伴

うチャートからは，二畳紀中期のコノドント漉鰯吻一

置o即α∫ho4π5p76ッ6（Plate皿一6）及び二畳紀前一中期の放散

虫化石（PlateIV－1～4），徳永のチャート（第2図のD）

からは三畳紀後期（1ateNori＆n）のコノドントEρ6－

goη40」6〃α房46η∫α≠α（Plate皿一3）を，場皿のチャートBの

南端からは三畳紀前期のコノドント1V60吻≠ho4％56Joπ一

9α施3，2V．67αη50痂，　ノV60goπ40」6πα渉勿π078π認5ゐ6π467乞　（Plate

　　　　　　　　　　　　　なかぎり皿一5，2，4）を産出する．そして中桐のチャートC

からは三畳紀中一後期を示すと考えられる放散虫化石

1）臨ツo痂∫76伽SP。（PlateIV－5）がみつかった．その他

ほとんどの層状珪質頁岩からは，ジュラ紀の放散虫化石

（T7乞60Jo6勿3α　μぎ6α7撹視，　U綴窺α66h動α施5，　P70渉観％窩4

声5⑳吻5など）を多産する（PlatesIV～皿）．

　徳永から中桐にかけてほぼ同じ層準にチャートが連続

してみられるが，東方の吉田川沿いでは長径約数mのチ

一163一
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岐阜県郡上八幡北方の異地性岩体を含む中生層（脇田浩二

ヤートを含む砂岩・頁岩からなるスランプ層に移化して

いる．また徳永と中桐のチャートからは三畳紀のコノド

ントや放散虫化石が見つかっているのに対し，その上下

の地層からはジュラ紀の放散虫化石を産すること（第3

図），及び周囲に顕著な断層や摺曲がないことから考え

て，これらのチャートも異地性の外来岩体とみなしう

る．そのほか，本相の砂岩層中あるいは砂岩の上下に発

達する頁岩中には，しばしば炭化木片が含まれている．

しかし，これらは保存状態が悪く，今のところ属種の同

定には至っていない．

　本相は単純に積算すると5，000－6，000mとかなりの厚

さになるが，小摺曲により一部繰り返している可能性も

あり正確な厚さの決定は困難である．

　2．2珪質頁岩相

　本相は珪質頁岩及び黒色頁岩を主体とするが，レンズ

状砂岩も時々挟まれており，小間見には異地性岩体と考

えられるチャートレンズが数枚見られる．本相は細粒珪

質堆積岩が主体であるため他の4相とは岩相上はっきり

区別でき，よく連続して追跡できる．さらに，後述する

ように保存良好のジュラ紀放散虫化石を多産することか

ら，調査地域内で最も重要な鍵層である．
　　　　こ　ま　み　　　　しもふるみち　　かみかんじ　　ふかざら

　本相は，小間見から下古道・上神路・深皿と北西一南

東方向に延び，50－500m（平均250m）の厚さをもって

いる（第2図）．珪質頁岩には層理のはっきりしない不明

瞭なラミナをもつもの（以下ラミナ状珪質頁岩）と層状

のものとがあり，後者はスランプ相Aに含まれている層

状珪質頁岩と肉眼的にも鏡下でも同じ岩質のものであ

る．ラミナ状のものは，一般に層状のものより泥質で黒

っぽいものあるいは灰色のものが多く，黒色頁岩と見分

けにくいことが多い．実際，ラミナ状珪質頁岩は黒色頁

岩に漸移する．本相は一般に西方ほど珪質頁岩が多く，

東方に向かって黒色頁岩が多くなる。黒色頁岩はまれに

炭化木片を含む．小間見付近のラミナ状珪質頁岩には最

大径40cmのマンガンノジュールや厚さ20cm以下のマ

ンガン層が含まれることがある（第4図）．これらはほと

んどがRhodochrositeの微粒結晶よりなり，表面は酸化し

黒色であるが，内部は灰色である．このマンガンノジュ

ールや珪質頁岩からは，丁吻oJo吻5αμ加7襯，Uη麗窺α

6痂nα伽，P7磁郷脚ノ加⑳7癖5などのジュラ紀放散虫化

石を産出する（PlateIV～皿）．

　2。3夕一ビダイト相

　タービダイト相には，他相とは異なり，スランピング

の影響をほとんど受けていない砂岩優勢な砂岩頁岩互層

がよく発達し，厚さ1m以上の厚い砂岩とともに主たる

構成物になっている．まれには頁岩優勢な互層も見られ
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第4図　ラミナ状珪質頁岩中のマンガンノジュール

Fig。4　0ccurrence　ofManganese　carbonatenodule

　　　in　laminated　siliceous　shale．

る，又，深皿には異地性岩体と考えられる珪質頁岩を伴

ったチャートが見られる．全層厚は500－1，000mに達す

る．

　砂岩頁岩互層を構成する砂岩の単層の厚さは，数10cm

程度のことが最も多いが数mに達することもある．頁岩

の厚さは一般に薄く数cmである．単層の厚さが薄い細

粒砂岩と頁岩の互層中には炭化木片がしばしば含まれて

いる．本相の砂岩層には，タービダイトに特徴的な級化

層理・平行ラミナ・コンボリュートラミナ・ソールマー

ク（Plate∬一1）などの堆積構造がよく発達している．

これらの堆積構造は，タービダイト相中の地層がすべて

北東上位であることを示している．

　多数見られるgroove　castやbounce　castによって復元

される古流向の方向は北西一南東であり，またHute　cast

から推定される古流向の向きは北西→南東で，両者はほ

とんど斜交しない．第3図及び第5図からわかるよう

に，この相の古流向は全体によく揃った方向を示す．ま

たこの北西一南東という方向は，測定数は少ないがスラ

ンプ相Aの上半部小間見付近のgroove　castから推定さ

れる古流向の方向ともよく一致する（第3図，第5図）．

　本相の砂岩は組成的にスランプ相Aの上半部の砂岩と

よく似ており，黒雲母・ザクロ石などの重鉱物が多く，

変成岩・火成岩の岩片も含まれている．

　2。4　塊状砂岩相

　本相は主として粗粒塊状砂岩からなり，そのほかに礫

岩（Plate皿一2）・泥質スランプ層・砂岩頁岩互層もとき

どき見られる．層厚は300－800m程度である．砂岩は灰

白色で，数mm一数cmの泥質岩の岩片を多く含み，風化
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　　第5図　化石の産出地点と古流向（凡例は第2・3図と同じ．安山岩類は省略した）
Fig．5　Loc＆1ities　offossil　occurrences　and　paleocurrents（：Legend　is　same　as　that　ofFig．2and3．

　　Distributions　ofandesitic　rock　are　omitted）。

すると褐色ないしうすく赤みを帯びた灰色となる．粘土

質基質の量は少なく，石英がその主要構成鉱物である．

白雲母は目立つが，黒雲母などの重鉱物は少なく，他の

相の砂岩とは明らかに異なっている．
　　かじか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるみち
礫岩は，河鹿付近で2－3層準にみられ，古道でも一

層準にみられる．比較的よく円磨されていて淘汰の悪い

径数cm－1mの礫が，同相中の塊状砂岩と同じような

粗粒砂岩中にまばらに含まれている（PlateH－2）．礫は

酸性火成岩や砂岩が多く，径30cm以上の巨礫の大部分

を占める．径数cm－10数cm大の礫には，酸性火成岩や

砂岩のほかに石灰岩・マールもしばしば含まれている．

石灰岩中には属種不明の紡錘虫化石が入っているものも

ある．そのほかチャートの角礫がまれに見られる，

2・5　スランプ相聾

本相は，塊状砂岩・砂岩頁岩互層・頁岩・層状珪質頁

岩・ラミナ状珪質頁岩・チャートからなるが，全体とし

てスランプ堆積物の様相を呈する．頁岩中には，厚さ数

cm一数10cmの砂岩やチャートがレンズ状に入っている
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こともある．チャートと層状珪質頁岩はスランプ相Aに

おけるものと同様に異地性の外来岩体と考えられるが，

本相の分布域が限られているため明確ではない．チャー

トは10－150mの厚さをもち，第2図に示したチャートE

の南端に近い部分から三畳紀前期のコノドントσoη40－

16Jlα768（zJ6，ハτ60go7z40」6JJα6Jolzgα渉α，2V．6α7σ7zα∫α（Plate皿一7，

8，9）が見出された．

　本相は後期白亜紀の流紋岩類や鮮新世の安山岩質火砕

岩類によって覆われているため，上限が不明で，構造も

正確に把握できないが，層厚は800m以上と思われる．

　小駄良川上流域では前期石炭紀の異形サンゴ化石を含

む石灰岩礫が見出されている（脇田ほか，1981）が，こ

れは本相に由来するものと思われる．

　鏡下で検討した砂岩の数は少ないが，観察した例では

本相の砂岩はスランプ相Aの上半部やタービダイト相の

砂岩とよく似ており，粘土質基質が多く重鉱物の量も多

い．

3．放散虫化石

調査地域内の18地点（第5図）より採取した珪質頁岩

・頁岩・マンガンノジュール及びチャートの21個のサン

プル（第3図，第5図）から，放散虫化石を抽出した．

No．37のチャートからは，P5θ％40α16α∫JJ6JJαspP。（Plate

IV－1，2），Pα74bJJJ6麗％JJ％5sp・（PlateIV－4）などを得た．

HoLDswoRTH＆nd　JoNEs（1980）によるとP56％40α1伽Jl61」π

は，ペンシルバニア紀前期から二畳紀後期にかけて，

Pα7ψJl蜘6詔雛は二畳紀前期一後期に出現するとされて

いる．IsHIGA　and　IMoTo（1980）は，丹波地方の二畳紀

のチャートなどから数多くのP翅4・必απ」6磁の新種を

報告している．先に述べたように同じ地点のチャートか

ら二畳紀中期のコノドントが得られたことを考え合せ

て，No．37のチャートは二畳紀中期のものであろう．

　No・34・36のチャート中の放散虫化石は球形の殻をも

つSpumellariaが多く，Nassellariaはほとんど見出せな

レ、．　しカ＞し・ながら，まれに1万6砂o窺髭惚JJαsp・（PlateIV－5）

が含まれている．これによく似ているものとして，YAO

6厩ム（1980）により岐阜県の鵜沼のLadinian－Camian

のチャートより報告されているD吻・雁≠76伽sp・A，

NAKAsEKo　andNlsHIMuRA（1979）により徳島県及び三重

県志摩半島の三宝山帯の三畳紀後期のチャート，岐阜県

の鵜沼及び上麻生の三畳紀後期のチャートから報告さ

れている．0∫6卿痂∫7611α46ω8∂67∫，そしてDE　WEVER6」α」，

（1979）がギリシャのC＆rnian－Norianの石灰岩中よ

り報告しているD2吻・擁舵伽sp，Aがある．一方

Spumellariaのほとんどは保存が悪く，殻や針の構造は

ほとんど識別できない．同じサンプルからコノドントは

得られなかったが，D吻・麟76伽sp・が含まれているこ

と，Nassellariaが少なくSpumellariaが多いことなどか

ら，No・34・36のチャートは三畳紀のおそらく中一後期

のものであると考えられる．

　珪質頁岩・頁岩・マンガンノジュール中に含まれてい

る放散虫化石群集は，円錐形一紡錘形多節のNassellaria

が多く，チャート中の放散虫化石群集とは全く異なって

いる．特に珪質頁岩中の放散虫化石は，ほとんどがNas－

sellariaでSpumellariaはほとんど見られない．それら

は，以下に述べるようにジュラ紀の放散虫化石である．

YAo（1972，1979）及びIcHIKAwA　and　YAo（1976）は，

本調査域の南方約40kmの鵜沼のマンガンノジュールか

ら数多くの放散虫化石を報告しているが，本地域の珪質

頁岩・頁岩及びマンガンノジュール中にもそれらと同じ

種がしばしば見出せる．勘oηgo5伽7η読5？h8καgoπ％3（Plate

V－2）がNo・70より，1乃260Jo6砂5αρ」ぎo躍％窺（Plate　V旺一9）

がNo。20，68，84，及び173より，T（？）声5⑳7痂5（Plate

皿一10）がNo．20及び68より，T　sp。c£T7翻∫がNo．

17，2L26，66，69，84，167及び173より，S」励o卿5好α一

poη勉（Plate皿一4）がNo。63，67，68及び84より，U衡紹

66h伽旙がNo．17，70，84及び165より，P70伽％％吻52一

声グ痂5（Plate孤一6）がNo．26，63，67，68及び69より，

そしてE鰐π観撹飛（？）観μ窺α6n5歪5（Plate、皿一7）がNo，46

と84より得られた．以上の放散虫化石は，ジュラ紀中期

一後期を示すと考えられているUn襯α60h∫n伽5群集に特

徴的な種である（YAo6♂畝，1980）．BAuMGARTNER（1980）

は上述の八尾が鵜沼で得たマンガンノジュール（ln7，

YAo，1972）から，ギリシャのジュラ紀後期のDhimaina

fbrm＆tionなどに含まれている7セ磁面り7灘6・77α」露・56漉ら

Pα7・nα6Jl訪αn顔などを抽出し，それがCal1・vianのも

のであるとしている．MIZUTAM8オα」．（1980）は美濃帯各

地の中生界の放散虫化石を検討し，ジュラ紀中期一後期

の3つの群集を識別している．その中でジュラ紀中期

のものであると考えられている“Z）乞6り，o痂」76JJα”sp。A－

Pα廠n6♂伽窺sp・A群集のうちの“．D・”sp・AがNo・17，

21，26，63，69，84及び173より見出された．PEssAGNo

andBLOME（1980）は，北米のカリフォルニアなど西海

岸地域から三畳紀後期一ジュラ紀後期のPantanellidaeを

報告している．その中でジュラ紀中期からしか得られな

いとされているPαo妙oηo％5sp．（PlateV－4）がNo．46，67

及び68よ窮ジュラ紀前期一中期に限られるとされてい

る7観嬬sp。（Plate　V－7，8）がNo。66，70及び84より，

Z碗％5sp・（Plate　V－9）がNo・66より，三畳紀後期から

ジュラ紀後期のCallovianまでにしか知られていない

一167一



地質調査所月報（第33巻第4号）

Oo7即n蜘窺sp。（Plate　V－3）がNo．17，20，70及び163よ

り得られた．またBAuMGARTNER（1980）がジュラ紀後期

より報告しているPα7・膨磁哲騨卿（Plate　IV－6）がNo。

70のマンガンノジュールから得られた．

　以上に述べた放散虫化石のほか，いろいろな円錐形多

節のNassellariaも多数含まれている（例えばPlatesVI，

W）．しかしジュラ紀のこのグループのNassellariaにつ

いての研究はまだ少ない．PEssAGNo（1977），FoREMAN

（1975，1978）などのジュラ紀後期の放散虫化石の研究と

比較してみると，肋h60此砂o痂襯，丑5観勉などは大部

分の珪質頁岩，頁岩，マンガンノジュール中に見られ

るものの，ジュラ紀後期一白亜紀前期に特徴的なPα痂一

吻9麗1α，昭7魏那などはわずかしか見出せない．以上の

ことから，珪質頁岩，頁岩，マンガンノジュール中に含

まれている放散虫化石は，ジュラ紀中期一後期あるいは

それ以前のものであると考えられる．

　これらジュラ紀の放散虫化石は，調査地域内のあらゆ

る層準より産出する（第3図，第5図）．各サンプルに

よって含まれている化石群集は異なっていることも多

く，その化石群集の変化と産出層準の上下関係は調和的

ではない．

　スランプ相A中の珪質頁岩岩体より得たNo・21，66中

に含まれている放散虫化石は，他の珪質頁岩などに含ま

れているものと，あるいはすでに述べたU捌脚6禰πα嬬

群集やジュラ紀後期の放散虫化石の研究（例えばBAUM－

GARTNER，1980など）と比較してみてもほとんど共通種

がないことなどからジュラ紀の中でも中期以前のもので

ある可能性が強い．

　一方，No．21，66以外の珪質頁岩・頁岩・マンガンノ

ジュールは，“D∫6砂o痂舵Jlα”sp．A－P艇侃6JJ∫％窺sp．A

群集やUη撹灘66h吻加群集に特徴的な種を含んでお

り，ジュラ紀中期一後期のものであると考えられる．しか

しながら，それらの中でも構成種が異なっているものも

ある．例えば，No．70，165，167のマンガンノジュール

及びNo。46，47の珪質頁岩中にはPatulibracchiidaeを

はじめとする数多くのSpumellariaが含まれているの

に対して，珪質頁岩，頁岩中の放散虫化石はほとんど

Nassellariaからなり，Spumellariaは非常に少ない．さ

らに，上述の2つの群集についても，正確な時代と対応

した群集の変化についてはまだ不明確である．

　以上のことから，珪質頁岩などに含まれている放散虫

化石は，ジュラ紀中期一後期のうちのいろいろな時代の

ものが混在している可能性が高く，今後さらに検討する

必要がある．

4。考　　察

　本地域に分布する砂質岩を主体とする地層中には，チ

ャート・層状珪質頁岩・石灰岩・緑色岩などの大小さま

ざまなレンズ状岩体が含まれている．それらレンズ状岩

体には，石炭紀・二畳紀・三畳紀・ジュラ紀の各時代の

化石を含んでいるが，化石によって示される岩体の時代

の新旧と，岩体の含まれている層準の層序的な上下関係

は必ずしも調和的ではない．特にジュラ紀中一後期のも

のと考えられる放散虫化石を含む珪質頁岩が，スランプ

相Aをはじめとするほとんどの層準から見出される．珪

質頁岩相中のラミナ状珪質頁岩は，その産状から原地性

の堆積物である可能性が強い．しかしながら，同相中の

異なる地点で得たラミナ状珪質頁岩中の放散虫化石は，

既に述べたように，互いに必ずしも同一群集で構成され

ているわけではなく，またその一部とよく似た群集は，

より下位のスランプ相Aの珪質頁岩中にも含まれてい

る．このように，一見原地性にみえる珪質頁岩相の地層

中にも異なる時代の地層が混在している可能性が強い．

　一方砂岩・頁岩は，スランプ堆積物の様相を呈するも

のが少なくないが，ほぼ同時代の一連の堆積物であると

考えられる．

　以上のことから，本地域に分布する砂岩・頁岩は，ジ

ュラ紀中期一後期以降に堆積した原地性のものであり，

チャート・珪質頁岩・石灰岩・緑色岩などのレンズ状岩

体は，その時すでに固結していたものが再堆積した異地

性の外来岩体であると考えられる．

　このような地層は，すでに固結していた地層をも巻き

込む，構造運動を伴ったオリストストロームといえよ

う．KANO（1979）は，郡上八幡のすぐ南から上麻生付近

にかけての地層について，やはり大規模なオリストスト

ロームであることを述べている．

　それでは異地性の外来岩体を含めた一連の地層の後背

地はどこに求められるのであろうか．前にも述べたよう

にタービダイト相及びスランプ相Aの上半部にみられる

ソールマークは北西側からの砕屑物の供給を示してい

る。しかしながら，北西地域にはジュラ紀以前のチャー

トの分布がほとんど見られず，チャート岩体の供給源と

しては適当ではないように思われる．一方，郡上八幡の

すぐ南には緑色岩を伴った二畳紀の石灰岩・チャートが

分布し，またその南側には三畳紀のコノドントを含むチ

ャートを主体とする地域（猪郷，1979）がある．これか

らみるとスランプ相中の異地性岩体の少なくとも一部は

南方から供給されたのかもしれない．しかしながら，脇

田ほか（1981）が指摘したように，石炭紀前期のサンゴ
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岐阜県郡上八幡北方の異地性岩体を含む中生層（脇田浩二・岡村行信）

化石を含む石灰岩塊はむしろ北方の飛騨外縁帯との関連

を示唆し，異地性岩体の供給源は複数であった可能性が

ある．

　本地域の西側には塊状砂岩を主体とする左門岳累層

（河合，1956・1959）が広く分布している．この地層は

これまで時代未詳古生層とされてきたが，最近，脇田は

左門岳累層中の珪質頁岩中からジュラ紀の放散虫化石を

得た（脇田，1981）．左門岳累層の北側つまり郡上八幡地

域の北西域には，手取層群の下部にあたるジュラ系・九

頭竜亜層群が存在する．このように本地域の地層とほぼ

同時代の砕屑岩が西側及び北西側に広く分布しており，

それらとの関係は今後に残された大きな問題である．

5．　ま　と　め

　郡上八幡北方地域にはジュラ紀以降の堆積岩類が広く

分布していることが放散虫化石の検討によって明らかと

なった．その岩相的特徴は，砂質岩が優勢で，多くの地

層がスランプ堆積物の様相を呈し，その中に数多くの石

炭紀一ジュラ紀の異地性の外来岩体が存在して．いること

である．本地域の大構造，スランプ堆積物の供給源，手

取層群及び左門岳累層との関係などについて今後さらに

検討を進めたい．
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